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株式会社 メニービ一 様

2020年10月2日ご依頼の「殺菌効果試験」の結果につきまして、別紙のとおり

ご報告いたします。



試験方法

I.試験晶

BioSⅢa畠h

Ⅱ.試験菌

①大腸菌: E雛be重舶瓦鋤倍(A富CC 8739)

②腸管出血性大腸菌01卵: E融敏確丘∽H O1タグの∬CC 35150)

③黄色ブドウ球菌:俄蛇加eo伽8珊柁脇(A題CC65鵜)

④枯軍曹:枯草菌芽胞液(栄研化学株式会社・しO富: O1002)

Ⅲ.使用培地

. Nutrient broth (MERCK)

・ SCD寒天培地(日水製薬)

Ⅳ.作用時間

・5分

Ⅴ.試験液の調製

なし

Ⅵ.薗液の調製

試験薗①-⑧をそれぞれNu七壷n七b境南h 3皿しに接種し、 35±l℃で一晩培養後、滅

菌生理食塩水で10倍段階希釈、 107融血L薗液を調製し、調製薗液(ひ-館)としだ。

試験菌④については、そのまま調製菌液のとしだ。

Ⅶ.試験方法

滅菌試験管に試験品を10皿し分注したものを4本用意し、調製薗液(l)へ㈲を

0.1皿工.ずつ添加し、添加後の西垣を約106c鼻血血とした後、十分に混和し、室温(約

25℃)で既定時間作用させた。対照として滅菌精製水10Ⅲしを使用し、同様の操作

を行った。作用後直ちにそれぞれ工皿しをメンプランフィルター吼径0・4弛めでろ

過し、滅薗精製水で洗浄後、 SCD寒天培地に密着させ、 35±1℃、倣時間枠湊後、

発生した集落を計測し1mL中の菌数を求めた。



試験結果

試験薗① :月出血剃碗血α出 色卿8沼g)

発育菌数(c請IⅢ意)
●●購● ●●●●-●輸●◆…● ●"●●●●●●●●●●-●●“●M"●●●●●●●.●- ●"……………◆● ●. - ●←--●●●●●.● ●-…●一●●●輸●●● ●●●●-二二二二一二二●●●●.

開始時書1 5分

BioSm録s h 8.0×106 0

8.0× 106 7.6×10心

試験菌② :励昭心髄舶壷働曲0雌7他郷0甜I初)

発育薗数(cf山五山
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開始時書1 5分

BioS皿a8h 7.8× 105

7.8× 105

試験菌③ :横軸疎棚脚曲別関脇(ね卿銑糟8)

発育菌数(c蝕l皿し)
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開始時徽章 5分

BioS皿的h 3.0× 105 l.0× 108

3.0× 105 2.8× 105

試験菌④ :猪勧説諦勘匪傑噺給学籍魂余葎〃T;〃0昭)

発育菌数(c龍I皿D
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開始時青1 5分

BioSmash l. 1×105 1, 1×106

対照 l.1XlO6 1.lxlO6

叫:調製菌液添加直後の試験液及び対照中の生菌数
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